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個別最適な学びの実現に向けた算数科学習指導

◆ 算数科学習指導において，「個別最適な学び」を実現させるためには，自己選択・自己

決定の場の拡充と，子供自ら学習を調整しながら進めることができるような手立てを講じ

たり，自ら問題を設定し追究する数学的活動を設定したりすることが大切である。

◆ 「協働的な学び」の充実，ICTの効果的な活用も大切である。

＃「指導の個別化」 ＃「学習の個性化」 ＃「一体的に充実」
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１ はじめに

中央教育審議会は，令和３年１月26日に

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指し

て～全ての子供たちの可能性を引き出す，個

別最適な学びと，協働的な学びの実現～(答

申)」(以下，中央教育審議会答申)を取りま

とめた。その中で提唱されているように，

「個別最適な学び」と「協働的な学び」は，

これからの授業の在り方に欠くことのできな

いキーワードとなっている。

算数科においては，「協働的な学び」は，

これまでも大切にされてきた練り上げの場面

をイメージしやすい。一方，「個別最適な学

び」は，今までの学びとの違いがイメージし

にくいという先生方の声をよく聞く。

また，「個別最適な学び」と「協働的な学

び」は，一体的に充実を図ることが大切であ

り，このことを通して「主体的・対話的で深

い学び」の視点から授業改善を行い，子供た

ちに数学的に考える資質・能力を育成するこ

とが求められている。

そこで，本稿では，「個別最適な学び」の

実現を図る算数科学習指導のポイントについ

て述べていく。

２ 算数科における個別最適な学び

算数科は学習内容の系統性が強い教科であ

り，数学的な見方・考え方を働かせて，既習

事項等を用いたり，多様な考え方を統合的・

発展的に考察したりして，新しい知識及び技

能や考え方を見いだしていく特性がある。そ

のため，個々の学習状況等が多様になりがち

である。そこで，算数科においては，授業者

は，子供一人一人の学習状況等に応じた「個

別最適な学び」に留意することが大切である。

中央教育審議会答申では，「個別最適な学

び」について次のように示されている。

「指導の個別化」と「学習の個性化」を教

師視点から整理した概念が「個に応じた指

導」であり，この「個に応じた指導」を学習

者視点から整理した概念が「個別最適な学

び」である。

以下，「個別最適な学び」の二つの側面で

ある「指導の個別化」と「学習の個性化」に

ついて述べる。

(1) 「指導の個別化」について

基本的に問題解決の形で行われる数学的活

動において，子供自らが問題の解決に向けて

見通しをもち，粘り強く取り組み，問題解決



の過程を振り返り，よりよく解決したり，新

たな問いを見いだしたりしていく。その過程

の中で生じる子供一人一人の学習進度や学習

到達等に応じるために，子供が自分に合った

方法で学習できるよう，学習を個別化する

「指導の個別化」が必要である。

そこで，算数科における１単位時間の授業

において，数学的活動を自ら遂行する「目指

す子供の個別最適な学びの姿」を設定し，そ

れらの姿を目指し，効果的に「指導の個別

化」を行うための教師の手立てを以下の図１

に整理した。

＜算数科における「指導の個別化」を行うポイント＞

① 算数科の学習過程において，自己選択・自己決定の場を拡充する。
② 算数科の授業において，一人一人の学習状況(できている子供・できていない子供)
に応じて，自ら学習を調整しながら進めることができるような手立てを講じる。

過程 目指す子供の個別最適な学びの姿

問題を把握し，解決に必要な情

導 報を捉える姿

入 問題解決に向けて，問題の解決

方法等の見通しをもつ姿

見通しを基に，様々な考えを見

展 いだす姿

開 全体共有・検討を基に，よりよ

い考えや事柄の本質を見いだす姿

自己の学習状況に応じた適用問

終 題や活動を自己選択・自己決定し

て，取り組む姿

末 自己の変容を自覚して，数学的

活動のよさを実感する姿

図１ 算数科における１単位時間の「目指す子供の個別最適な学びの姿」と教師の手立て(例)

＜教師の手立て(例)＞
② 問題把握ができな
い子供に対しては，
問題解決に必要な情
報を図や表等に整理
するよう促したり，
ペアやグループ等で
確認したりする場を
設定する。

＜教師の手立て(例)＞
① 基本問題や発展問
題など学習進度や学
習到達等に応じた問
題を準備したり，学
びを生かす活動を設
定したりする。

＜教師の手立て(例)＞
① 学習の形態(一人で
じっくり考える，同
じ考えや異なる考え
をもつ友達と考える
など)を自己選択・自
己決定して自己追究
できるようにする。

② 自己追究できてい
る子供に対しては，
他の方法で解決した
り，友達と確認した
り，他の問題に取り
組んだりするように
促す。

② 自己追究できてな
い子供に対しては，
子供のつまずきや理
解度等に応じて，ヒ
ントカードを提示し
たり，個別指導をし
たりする。

＜教師の手立て(例)＞
① 問題解決に関わる
既習事項等を教科書
やノート等で確認す
るよう促したり，全
体で見通しを確認し
たりすることで，子
供一人一人が自己選
択・自己決定して見
通しをもつことがで
きるようにする。

＜教師の手立て(例)＞
① 本時の学習や単元
の学習について，学
んだことや自己の資
質・能力や数学的な
見方・考え方などの
高まりなど振り返り
の視点を，子供一人
一人が自己選択・自
己決定して学習の振
り返りができるよう
にする。

＜教師の手立て(例)＞
② 自己追究(数学的な
表現)したことを説明
し伝え合う活動を設
定する。その際，分
からない子供に対し
ては，その分からな
さに応じることがで
きるようにペアやグ
ループ，教師の司会
の下での学び合いを
展開できるようにす
る。



(2) 「学習の個性化」について

算数科の授業において，子供が取り組む問

題については教師が提示するものだけでなく，

子供の興味・関心，キャリア形成の方向性等

に応じて，自ら問題を見いだし，解決する機

会を設けることが大切である。

このような子供一人一人に応じた数学的活

動に取り組む機会を提供する「学習の個性

化」については，複数の単元の終了後や，活

用の場面などで子供が自ら問題を設定し追究

する数学的活動の設定も考えられる。以下に

実践例(図２)を紹介する。

※ 山川 素生教諭(出水市立米ノ津東小学校)の実践を基に作成

小学校第６学年「円の面積」の学習において，円の求積公式を導き出すなどの学習をした後，本

単元末の授業で，子供一人一人が理解度や興味・関心等に応じた個別の目標を立て，子供自ら設定

した数学的活動に意欲的に取り組むことで，本単元の内容のより確実な定着を図ることができる場

として設定した。

＜学習のめあて＞

「円の面積」で学習してきたことを生かして，自分がチャレンジしてみたい課題を決めて取り

組もう。

(子供が取り組んだ数学的活動)

基本的な求積問題に取り組む活動 複雑な図形の難問にチャレンジする活動 身近な円の面積を測定する活動

＊ 本授業の終末には，子供が取り組んだ数学的活動について，それぞれ発表し合い，学びの共有

化を図った。

図２ 算数科における「学習の個性化」の実践例

また，算数科における「学習の個性化」に

ついては，長期休業等における家庭学習はよ

い機会である。例えば，下の図３のように県

の「統計グラフコンクール」がある。

図３ 統計グラフコンクールのポスター

これは，子供が自ら問題を設定し，調査し

たことを表やグラフに表し考察し，Ａ１の用

紙１枚のポスターにまとめて応募するもので

ある。そして，まとめたものを教室や廊下に

掲示したり，学習発表会等で展示したりすれ

ば，子供の意欲が向上し，更なる学びにつな

がっていく。

このように，算数科においては，「データ

の活用」領域は，比較的「学習の個性化」を

行いやすいと考えられる。その他にも，単元

の一部分に子供自ら学びを調整して学習に取

り組む自由進度学習を取り入れることなども

「学習の個性化」であり，様々な工夫が考え

られる。



(3) 「個別最適な学び」を充実させるために

子供一人一人の「個別最適な学び」が孤立

した学びに陥らないよう，「協働的な学び」

を充実することも必要である。

算数科における「協働的な学び」とは，事

象を数学的な表現を用いて説明し合うことで

新しい考えを理解したり，それぞれの考えの

よさや事柄の本質について話し合うことでよ

りよい考えに高めたり，事柄の本質を明らか

にしたりするなどの学びである。数学的活動

を自ら遂行する過程において，互いの考えを

伝え合うことで学び合ったり，よりよい解法

に洗練させたりするための意見の交流や議論

などを適宜取り入れていくことが必要である。

その際は，下の図４の算数科における問題解

決型の学習過程例を参考にしてほしい。

①は，子供一人一人に問題を解決する力が

あり，友達の意見を聞いてもすぐに理解がで

き，違いが分かり，よりよい方法も思いつく

子供ばかりという集団では機能するが，そう

でない場合はうまくいかない。

②は，子供が算数の苦手な子供にどのよう

に説明すると分かりやすいかを知らない場合

は機能しない。

③は，子供同士が協働的に学ぶことについ

て学ぶ機会を教師が作ることになり，子供た

ちが苦手な子供に分かりやすく説明できるよ

うになればペアやグループでの話合いができ

るようになる。

これらの学習過程を子供の実態によって適

切に使い分けることが大切であり，このこと

が「協働的な学び」の充実につながる。

① 問題提示 ー 見通し ー 自力解決 ー 集団解決 ー まとめ・振り返り
② 問題提示 ー 見通し ー 自力解決 ーペアやグループでの話合いー 集団解決 ー まとめ・振り返り
③ 問題提示ー 見通し ー自力解決ー 教師の司会の下での学び合い ー適用問題ーまとめ・振り返り

図４ 算数科における問題解決型の学習過程例

また，ICTを効果的に活用することで，

「個別最適な学び」，「協働的な学び」が充

実していく。文部科学省は，算数科における

ICT活用に当たっての特質として，次のよう

なことを示している。

算数科では，具体的な体験を伴う学習等を

通じて，子供に算数の論理を理解させること

が大切であり，教師の丁寧な指導の下でICT

を活用する場面を適切に選択することが必要

である。

算数科におけるICTの効果的な活用例とし

て，動的な図形作成ソフトや表計算ソフト，

プログラミングを用いた事例，他にも１人１

台のICT端末にワークシートを配布したり，

逆に回収したクラス全員のワークシートを一

つの画面に写し出したり，ドリルソフトなど

を活用したりすることも考えられる。

３ 終わりに

算数科の授業づくりに当たっては，算数科

の特質を踏まえ，子供の実態や学校の実情に

応じて，「個別最適な学び」と「協働的な学

び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向けた授業改善につなげ

ていくことが必要である。本指導資料を参考

にするなどして，子供一人一人の学びの充実

につなげてほしい。
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